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示しています。
　アウグスティヌスは『三位一体論』で述べています。
認識（知解・思考）は、記憶に戻り、そこで以前に知覚
したものが無ければ機能しない（同第11巻８章）。記
憶と知解とは一つで、時間的に一方が他方に先行する
ことはない（同第10巻12章）。両者には強い同一性が
あり、「思考の限界は（想起される過去の）記憶に拠っ
て生じる」と。そして、記憶と認識とその両者を結合
させる意志とは、三つで一つの精神・実体である（同
第11巻８章）。また、記憶は過去だけに関連している
のでは無く、自己を想起する場合には現在的であり得
る(同14巻第11章)、と。彼の時代には未知であった
前向性健忘は、現在的記憶の障害に相当し、「思考の
限界は（構築される現在の）記憶に拠って生じる」とも
言えます。
　原因不明とはいえ、情動もしくは身体的ストレス下
の発症例が多く、現代的な疾患なのでしょう。 

　一過性全健忘とは一時的に記憶障害が起こる病気
で、50〜70歳代の女性に多く、新たに記憶が構築さ
れないこと（前向性）と、過去の出来事を想起出来ない
こと（逆行性）を特徴とします。ただし、主な症状は前
者で、後者は軽度です。症状は数時間～数日の内に自
然に回復します。頭部MRIでは発症直後に異常は検出
されず、数日後に片方または両側の海馬に異常が見つ
かる例があります。原因は不明です。1950年代になっ
て報告例が出ました。
　経験例を挙げます。車を運転中に急に発症し、運転
法は憶えているが、なぜ車を運転しているのか分から
ない。道順は憶えていて家に帰れるが、なぜ車の中に
いるのか分からない。様子が変なので家族が病院に連
れて行っても、本人はなぜ連れて来られたのか分から
ない。今の状況を理解できず不安になる。回復しても、
この間の出来事は憶えていない。これは、記憶を新し
く積み上げられないと現状を認識出来なくなることを
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３月のけんこう 申・問健康増進課（土浦市保健センター　☎826‐3471）

３月の献血　
日時／３月20日（金）　10：00～11：45、13：00～16：00　場所／イオンモール土浦（専門店北入口）

日時／３月13日（金）　午前９時40分～正午、
　午後１時40分～４時のうち15分間
場所／土浦市保健センター
対象者／健診を受けた本人またはその家族
内容／保健師や栄養士との個別相談（健診結

果の見方・結果で気になることについて
など）
持ち物／健診結果
申込方法／電話で（事前予約制）
※かかりつけ医のいる方、結果が要精密検

査だった方は、医師への相談をお勧めし
ます。

健診結果まるごと相談

　市が行う定期および任意予防接種を協力機関以外で受ける場合、
償還払いにより公費負担額を上限に還付します。協力医療機関以
外での接種を希望する方は、接種する10日前までに健康増進課へ
ご連絡ください。
必要書類／
　・申請書兼請求書（電話連絡後、自宅へ郵送します）
　・領収書（被接種者氏名、予防接種の種類、接種料金、接種日、
　　医療機関名の記載があること）
　・予診票または予防接種を受けた事実を証明する書類（母子健康
　　手帳の写し、接種済証など）
申請方法／必要書類を郵送または直接
申請期限／接種を受けた日の年度末まで

予防接種の償還払いについて
　障害があり、地域の歯科医院で診療を受
けることが難しい方を受け入れています。
場所／下高津二丁目７‐47（土浦保健所隣）
予約方法／電話で
■受付電話番号　☎822‐3835
予約受付時間／月～金曜日　午前９時～正   
   午、午後１時～５時
※診療日と診療時間は予約時にご確認くだ
　さい。

口腔センター土浦のご案内

麻しん風しん混合予防接種（２期）
　令和元年度麻しん風しん予防接種２期対象の方は、３月末で公
費助成が終了します。まだ受けていない方は、早めに受けましょう。
対象者／平成25年４月２日～26年４月１日生まれで、麻しん風

しん混合予防接種２期を受けていない方
助成期間／３月31日まで
※転入や紛失などで予診票をお持ちでない方は、母子健康手帳を

持参のうえ、健康増進課で交付手続きをしてください。


